
　本人や家族が抱える介護の不安や負
担を社会全体で支え合うための社会保
障制度です。40～64歳の方は、国民
健康保険税や職場の医療保険料と合わ
せて納付しますが、65歳以上の方は、
知多北部広域連合に納付します。

※４月以降に６５歳になった方や転入した方などで６、８、１０、１２、２月の各１日時
点の状況で年金保険者（日本年金機構など）から連絡があった方は、約６か
月後の年金から天引きされます。
※特別徴収対象年金は、老齢（退職）年金、障害年金および遺族年金です。
※普通徴収の方が納付書で納付できる場所は、納付書裏面をご確認ください。

納付方法 納　　付　　時　　期

特別徴収特別徴収
年金からの天引き

済第１期分（４月年金・仮徴収）　
済第２期分（６月年金・仮徴収）　
第３期分（８月年金・仮徴収）
第４期分（10月年金・本徴収）
第５期分（12月年金・本徴収）
第６期分（令和

６年２月年金・本徴収）

普通徴収普通徴収
納付書による納付
または口座振替

第１期分（７月31日納期限）	
第２期分（８月31日納期限）
第３期分（10月２日納期限）
第４期分（10月31日納期限）
第５期分（12月25日納期限）
第６期分（令和

６年２月29日納期限）

65歳以上の方の
介護保険料
問い合わせ
・知多北部広域連合　事業課　 052-689-2261
・役場ふくし課　内線127

介
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９
６
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付
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介
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４
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取
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取
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４
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①
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収
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書
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③
口
座
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収
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６
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付
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ま
す
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月
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金
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収
と
し
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介
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仮
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収
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収
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！

　
口
座
振
替
を
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さ
れ
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方
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役
場
ふ
く
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課
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知
多
北

部
広
域
連
合
ま
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融
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手
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き
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ま
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。

・
持
ち
物　
利
用
す
る
口
座
の

通
帳
と
通
帳
印

●
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

も
納
付
可
能
！
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納
付
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エ
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ア
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納
付
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。
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し
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納
付
書
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載
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コ
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ビ
ニ
エ
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ス
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ぎ
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納
付
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バ
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コ
ー
ド
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れ
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納
付
書
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コ
ン
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ン
ス
ス
ト
ア
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取
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ま
せ
ん
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で
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意
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応
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３
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払
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す
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介
護
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要
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定
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い
る
方
全

員
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記
載
さ
れ
た

「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
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送

付
い
た
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ま
す
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で
、
サ
ー
ビ
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れ
る
方
は
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
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や
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
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て
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だ
さ
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免
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の

利
用
は
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を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
主
た
る
生

計
維
持
者
の
減
収
や
災
害
な
ど

で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

は
、
利
用
者
負
担
額
の
減
免
制

度
が
利
用
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
先
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象

　
13
ペ
ー
ジ
の
表
１
中
、
減
免

の
対
象
要
件
す
べ
て
の
項
目
に

該
当
す
る
方
（
生
活
保
護
受
給

者
を
除
く
）

※
災
害
な
ど
の
事
情
に
よ
る
利

用
者
負
担
の
減
免
の
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
先
へ

●
申
請
方
法

　
申
請
書
を
問
い
合
わ
せ
先
へ
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65歳以上の方の介護保険料

高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
申
請

　
同
じ
月
に
利
用
し
た
介
護
保

用
者
負
担
の
減
免
の
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
先
へ

●
申
請
方
法

　
申
請
書
を
問
い
合
わ
せ
先
へ

険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
を

合
算（
同
じ
世
帯
内
に
複
数
の

利
用
者
が
い
る
場
合
に
は
世
帯

合
算
）し
、上
限
額
を
超
え
た
と

き
は
、
申
請
に
よ
り
超
え
た
分

が「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」と

し
て
後
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

＊その他の合計所得金額…地方税法上の「合計所得金額」（収入
金額から必要経費に相当する金額を控除した金額）から課税
年金の所得金額を控除した金額。土地等の売却などにより特
別控除額がある場合は、長期譲渡所得と短期譲渡所得に係る
特別控除額を控除。給与所得が含まれている場合は、給与所
得から10万円を控除した金額を用いる。

利用者負担段階区分 上限額
課税所得690万円
（年収約1,160万円）以上

世帯140,100円

・課税所得380万円
　（年収約770万円）以上
・課税所得690万円
　（年収約1,160万円）未満

世帯93,000円

住民税課税～課税所得380万円
（年収約770万円）未満

世帯44,400円

住民税世帯非課税 世帯24,600円

・課税年金収入額およびその他
の合計所得金額＊の合計が80
万円以下の方
・老齢福祉年金の受給者

個人15,000円

生活保護の受給者 個人15,000円

利用者負担を15,000円に減額する
ことで、生活保護の受給者となら
ない場合

世帯15,000円

保険料の
所得段階

利用者
負担額の
減免割合

減免の対象要件

第１第１
段階段階 ４分の３

・世帯の年間合計収入が９８万円（世
帯員２人の場合は３２万円加算した
額、以後世帯員が１人増えるごとに
３２万円加算した額）以下の方
　※年金なども含む
・市町村民税の課税者に扶養されて
いない方（同一生計方を含む）

・世帯の預貯金額の合計が３５０万円
（世帯員２人の場合は１００万円加算
した額、以後世帯員が１人増えるご
とに１００万円加算した額）以下の方

・介護保険料を滞納していない方

第２第２
段階段階

２分の１
第３第３
段階段階

●と　き
　８月３日（木）
　午後１時30分～４時30分
●ところ
東海市しあわせ村
保健福祉センター
●対　象
知多北部広域連合から要
介護または要支援の認定
を受けた被保険者および
その介護者
●定　員　６名（先着順）
●応対者
　熊田法律事務所弁護士
●相談対象事項
介護サービスの利用上で
生じたサービス事業者と
のトラブルに関する相談
で、法律問題を含む内容の
もの（同一案件３回まで）
例…請求された料金が契
約と異なる、サービス事
業者の対応により精神的
あるいは肉体的苦痛を感
じた　など
●申込み
７月10日（月）～24日（月）
の平日に電話で問い合わ
せ先へ
※相談内容がわかるよう
にしておくこと

●問い合わせ
　知多北部広域連合　総務課
　☎052-689-1651

介護サービス
利用に関する
法律相談

（無料、予約制）

表１
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